
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年学年だより 

平成 29年 2月 15日 

No.4 

発行：進路指導担当 

新北島中学校 42 期生・43 期生 

キャリア教育通信☆ﾐ 

 職業講話  ～～仕事の達人からの話を聞こう～～ 

 1 年生は２月 10 日（金）の５・６時限を利用して、実際に働いている人から 

話を聞くということで、職業講話を行いました。仕事の内容やどうしてその 

仕事についたかについてお話をしていただきました。将来につく仕事について、考えるはじ

めの一歩になるかもしれません。しおりに記録した内容をぜひ読み返してください。 

―― 今回お世話になった事業所の方々（あいうえお順、敬称略）――― 

『株式会社大阪ガス近畿圏部ソーシャルデザイン室』『社会医療法人三宝会 南港病院』 

『株式会社ＪＴＢ西日本』『西日本旅客鉄道株式会社』 

『社会福祉法人みおつくし福祉会 新北島保育園』 

『株式会社読売新聞大阪本社』『指導員（元警察官）』 

 保護者の皆様へ  

学年末テストが近づいています。１年間の最

後のテストになります、ご家庭でもお声掛けなど

よろしくお願いします。また、学年末評定は私立

高校や公立高校の受験の際に、高校が使用し

ます。 

２年生は３年生に進級することになり、進

学や就職などを考えていく必要があります。

最近高校の入試制度が大幅に変更になってい

るため、最新の情報について関心を持ってい

ただくようお願いします。 

 成績について  ～学年末の成績～ 

 学年末の評定は、３学期の成績ではなく、１年

間の学習についての評価になります。１学期、２

学期、３学期の提出物やがんばり、試験の点数

などで評価されます。 

 １年生と２年生の学年末評価は、高校に進学

するときに入学試験で利用されます。１・２年生

の学年末評定の各教科の評定の数字を合計し

たものを0.2倍したものと、3年生の評定を0.6倍

したものを合計した数字を、私立高校や公立高

校での入学試験の 

合否に利用されます。 

 将来のためにしっ 

かりと勉強しましょう。 

 高校のパンフレット  ―――高校について知ろう――― 

・２年生の教室に高校のパンフレット（現在は私立高校のみ、３月上旬に公立高校を 

追加予定）を置いています。 

・公立高校の一覧の冊子も２年生の教室に置いています。 

・５月ぐらいから私立高校の見学会やオープンスクールが始まります。 

新３年生はもちろん、場合によっては１・２年生も参加することが 

できるので、機会があったら参加しよう。 

 今後の予定（進路関係） 

 2/22～24  学年末テスト 

 ３/14（火） 卒業式 

 3/15～21 教育相談 

 3/24（金） 修了式 

 4/ 5（水） 入学式 

4/10（月） 始業式・対面式 

4/15（土） 土曜参観 

4/18（火） 全国学力・学習状況調査 

4/26～5/2 家庭訪問 

5/18～19 中間テスト 

5/26（金） ３年第１回実力テスト 

6/21（水） ３年チャレンジテスト 

6/24（土） 土曜参観・進路説明会 

6/28～30 期末テスト 

7/11～18 期末懇談 

7/20（木）  終業式 

8/25（金）  始業式 

9/ 1（金）  実力テスト・課題テスト 

10/12～13  中間テスト 

11/ 7（火） ３年第３回実力テスト 

11/13～17 ３年進路懇談 

11/29～12/1 期末テスト 

2/10～11 私学入試 

2/20～21 公立特別選抜入試 

3/12（月） 公立一般選抜入試 

４月以降の予定は変更になることがあります。 

   公立高校の入試制度が変わります④  ～学力検査の種類と調査書の評定にかける倍率～ 

 公立高校の入試制度が大幅に変更になりました。今回は、学力検査の種類と調査書の

評定にかける倍率について説明します。 

 公立高校の入試では、国語・数学・英語の問題について、特別選抜では『A：基礎的な問

題』『B：標準的な問題』の２種類、一般選抜では『A：基礎的な問題』『B：標準的な問題』

『C：発展的な問題』の３種類の中から、教科ごとに高校が問題を選択します。 

 英語の『C：発展的な問題』については、より高度な読む力を見るために、英文の量は選

択肢を含め大きく増加になります。１分間に読まなくてはならない語数は、従来のテストの

約３５語から約９６語となり、より長い文章をスピード 

感をもって理解する力を問うことになります。 

また、指示文を含め、問題文はすべて英語で構成 

されます。（注釈語のみに日本語使用）。あと、リスニ 

ングﾞの配点が１/３（２５分間）になります。 

また、学力検査と調査書の割合は右上の表の５つのタイプがあり、高校がタイプ

を選択します。I型は当日の学力検査を重視するタイプで、Ⅲ型は学力検査と調査書

(通知票の点数)の割合が同じになり、V型は調査書を重視するタイプになります。 

※特別選抜の実技試験のある学科は、実技試験の点数が加算されます。 

※調査書の評定とは３年生の評定に 0.6倍かけた数字と、１年生と２年生の評定に 

それぞれ 0.2 倍かけた数字を足したものに特別選抜では 5倍、一般選抜では 10倍 

かけた数字です。 


